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平成 16 年 3 月期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 15 年 11 月 21 日の中間決算発表時に公表した平成 16 年 3 月期（平成 15 年 4 月 1日～平成 16 年 3

月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

(1)単体の業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

(平成 15 年 11 月 21 日発表) 
110,000 2,500 △1,000 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 107,000 2,550 △4,050 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △3,000 50 △3,050 

増 減 率 （ ％ ） △2.7％ 2.0％ － 

前期（平成 15 年 3 月期）実績 114,273 2,050 △2,611 

    

   連結の業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

(平成 15 年 11 月 21 日発表) 
118,000 2,200 △1,200 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 115,000 2,250 △1,400 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △3,000 50 △200 

増 減 率 （ ％ ） △2.5％ 2.3％ － 

前期（平成 15 年 3 月期）実績 123,585 2,542 435 

 



(2)修正の理由 

単体における当期利益が見込額と大きく乖離した理由は、来期（平成 17 年 3 月期）、グループ有利子

負債の圧縮と資産効率の改善を計るため、当社の連結子会社が所有する不動産を整理する予定であり、

その際に発生が見込まれる損失に対して子会社投資損失引当金を 2,860 百万円計上したことによるも

のです。しかし、連結決算上は評価損が発生しておりませんので損益に影響いたしません。 

なお、来期の予想につきましては決算短信発表時に公表する予定であります。 

以  上 


